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あべゆうな　Yuna Abe

2002 年　北海道札幌市生まれ
東北芸術工科大学 芸術学部美術科 彫刻コース卒業

＜主な展示＞
2025 年　個展「掌の庭」/石巻
2024 年　個展「天使を植える」/山形
                   グループ展「volume」 / 山形
2023 年　二人展「ほしのひじりとあべゆうなのフラッシュバック」/ 札幌
                   グループ展「刻むあしあと」 / 山形　

＜主な受賞歴＞
2025 年　「2024 年度 東北芸術工科大学 卒業制作展」 入選
2022 年　「TOHOKU POP OUT」入選 / 仙台 PARCO
                    「the teem」入選
2020 年　「第 32 回有島武郎青少年公募展」北海道教育長賞
　　　　  「第 12 回道展 U21 読売新聞北海道教育長賞　

＜STATEMENT＞
私は感情を言葉より先に形に素直に表現したい。
動かし方・圧力・指紋によって手捻りで製作した立体作品はその時の感情をダイレクトに表している。
「誰しもが他者との関係性の中にある」「ケア」をキーワードに福祉の勉強をしながら絵と立体を掛け
合わせながらインスタレーションで作品を展開しています。
「天使」「植物」の精神的な存在は「人を見守る存在」として精神性を掬い上げるための存在としています。



大山貴弘　Takahiro Ohyama

1993 年　岩手県盛岡市出身
東北芸術工科大学卒業

＜主な展示＞
2025 年　グループ展「tagboat ART Fair 2025」/ 東京ポートシティ竹芝 / 東京
                   グループ展「SHOWCASE vol.2：Hokkaido/Tohoku by ArtSticker」
                    アートかビーフンか白厨  / 東京
2024 年　個展「八百長の個性～exploring the uniqueness of Japan’ s diversity～」  / tagboat / 東京
                   個展「面魂 つらだましいー現代人を戦慄せしめよ」/ gallery ayatsumugi 
                   会場：EARTH＋GALLERY / 東京

＜主な受賞歴＞
2024 年　「岩手芸術祭美術展 2024」入選
2022 年　「Independent Tokyo 2022」審査員特別賞 徳光健治賞、みうらじろうギャラリー賞
2021 年　「岩手芸術祭美術展 2021」部門賞

＜STATEMENT＞
木彫刻による人物像の制作を通して、表層と内面性の関係性を模索し、” 生きる人の姿” を彫刻したいと
考えている。
近年はドラァグクイーンという主にゲイ男性による女装パフォーマーをモチーフにした作品を制作して
いる。その過剰なメイクや衣装という表層の内から力強い精神を感じた。装飾性を纏うほど露わになる
内面に着目し、木彫刻特有の鑿跡や平面的な彫り跡を施すことで、人物像に内面性の顕在化を試みる。



ONOTAKU　オノタク

神奈川県出身
東北芸術工科大学大学院修了

＜主な展示＞
2025 年　個展「～廻る箱～ONOTAKU 個展」/ 美岳画廊 / 東京
                   グループ展「ART OF MIKU」/ バーニーズニューヨーク / 兵庫・福岡
2024 年　個展「～私のビバリウム～ONOTAKU 個展」 / 北岡枝芳堂 /愛知
                   グループ展「ピッコリーノ展」/ 美岳画廊 / 東京
2023 年　グループ展「大丸マチエール展」 / 大丸東京美術画廊 / 東京
2022 年　グループ展「涼風会展」 / 美岳画廊 / 東京
                   グループ展「Young Art TOHOKU」 / GALLERY A8T / 仙台
                   グループ展「━ THE NAKED WOMEN ━ GINZA ♡ボニータ♡！」/ ゆう画廊 / 東京

＜STATEMENT＞
作品タイトル《半分だけ咲く》
人が抱える未完成さを花に重ねて描き出しました。色鮮やかな花々は、可能性や願いを象徴する一方で、
まだ咲ききらない姿は不完全さではなく、変化の途上にある美しさそのものだと捉えます。

作品タイトル《愛の食卓にようこそ》
可愛らしさと暴力性という相反するイメージを併置することで、「無垢さの仮面」を描きました。



Kaori Odashima　カオリ オダシマ

1998 年　宮城県仙台市出身
宮城大学事業構想学群卒業

＜主な展示＞
2025 年　「CINE FANTASMA」/ Bivi 仙台駅東口 / 仙台
                   「Independent Tokyo」/ 東京ポートシティ竹芝 / 東京
2024 年　「踊る現代アート展」/ せんだいメディアテーク / 仙台

＜主な受賞＞
2025 年　「第 3回 U-35 コミュニティ公募展」 / 優秀賞受賞

＜ステートメント＞
日常に潜む「矛盾」をメインテーマとし、抽象画を制作しています。
カラフルな色彩で描かれた作品は、一見ポジティブな意味を持った絵画に見えるかもしれません。しか
しその裏側には自分自身の感情の揺らぎや社会に対する風刺など、色とはリンクしないネガティブな問
題が隠れています。こうした明るい色彩と暗い内容の対比も、作品のテーマである「矛盾」を表現する
一要素であり、注目していただきたいポイントの 1つです。



亀山晴香　Haruka Kameyama

1998 年　宮城県出身
東北芸術工科大学 大学院芸術文化専攻絵画領域修了

＜主な展示・活動＞
2025 年　「#Unique Friends Market」/ GALLERY A8T / 仙台
2024 年　個展「WELCOME BACK TO PONKYO」 / GALLERY A8T / 仙台
               　仙台 89ERS 創設 20 周年記念コラボレーショングッズデザイン
               　SHIBUYA109 45 周年記念アニバーサリー キービジュアルデザイン

＜ステートメント＞
二面性がキーワード。
玩具などを用いて作られたジオラマの写真プリントにアナログペインティングで描いたキャラクターを
融合した作品や、スマートフォン用画像加工アプリを制作技法として加える作品などを主に制作してい
ます。
つくられたキャラクターの見た目的なポップさとは裏腹に与えられた不遇な設定や、奇妙さを作品の中
で一緒くたにすることで、善悪が面白さとして一纏めにされたまるで幼児向けアニメのような、軽快か
つ娯楽的な世界観を展開しています。



齋藤大　Dai Saito

2001 年　宮城県白石市出身
東北芸術工科大学卒業、同大学大学院在学

＜主な展示＞
2025 年　「FACE 選抜作家小作品展 2025」/ REIJINSHA GALLERY / 東京
                    「AaP2025 Towards The Future」/ roidworksgallery / 東京
2024 年　 三人展「一途なモグラは空を飛ぶ」/ 最上川美術館 / 山形
              　  「和田竜汰・齋藤大・戸田創史  三人展」  / GALLERY A8T / 仙台

＜主な受賞歴＞
2024 年　「Idemitsu Art Award 2024」入賞
                    「FACE 展 2025」グランプリ

＜ステートメント＞
私は日常を歩む人々と、それを取り巻く風景を描いています。人々との出会いや別れの連続を描きなが
ら、同じ時間軸で進む私たちの姿を記録として絵画に表現しています。これまでの作品では、キャンプ
ファイヤーや星空、それらを取り巻く人々の時間の流れをテーマに制作してきました。自然現象として
の炎や星空などの動きに焦点を当て、その変化を描くことを試みています。



さかいふうか　Fuka Sakai

2001 年　宮城県大和町出身
東北生活文化大学 美術学部 美術表現学科卒業

＜主な展示＞
2025 年　個展「星をさがして」/ ギャラリーウィンドミル / 仙台
2024 年　個展「神様のいないせかいで」 / 中本誠司現代美術館 / 仙台
                   「urara×さかいふうか  2 人展」/ Artgallery 東急プラザ銀座 / 東京
                   「Young Art TOHOKU vol.2」/ GALLERY A8T / 仙台

＜主な受賞歴＞
2025 年　「第 62 回宮城県芸術祭 絵画展 公募の部」優秀賞
2024 年　「晩翠画廊×一ノ蔵  お酒のラベルコンテンスト」入選
2023 年　「リキテックスザチャレンジ 2023」入選　

＜ステートメント＞
アクリル画作家。
主に自身が生きていく中で感じたものごとを物語の 1ページのように構成し絵画として表現していま
す。一個人の人生という主題を扱いつつも、他者の視点から共感できるような、誰かの人生とリンクで
きるような作品を目指して日々制作しています。



篠優輝　Yuki Shino

2001 年　宮城県塩竈市出身
東北芸術工科大学芸術学部美術科洋画コース卒業
同大学修士課程芸術文化専攻絵画研究領域在籍

＜主な展示＞
2025 年　「ひじおりの灯」/ 肘折温泉街 / 山形
                   「第 2回娑羅展」/ アートギャラリー娑羅 / 仙台
                   「Double Annual2025」/ 国立新美術館 / 東京
2024 年　「みちのおくの芸術祭山形ビエンナーレ 2024」 / 東北芸術工科大学 7階 The TOP / 山形

＜主な受賞歴＞
2024 年　「一般社団法人神山財団芸術支援プログラム」11 期奨学生
2017 年　「第 54 回宮城県芸術祭 彫刻部」菅野美術館賞
2016 年　「第 90 回国展 彫刻部」彫刻部奨励賞

＜STATEMENT＞
私の作品は、1960 年代の中村宏が提唱した「観念芸術」の現代的復興を目指しています。絵画を単な
る感情の吐露や忠実な描写ではなく、作家から自立した存在と捉えます。
画面には、自身の経験、歴史、思想といった個人的な要素のようなあらゆる「事件」がモンタージュ
されます。内側から生まれたモチーフも、絵画上で「客体（呪物）」として昇華し、鑑賞者とのコミュ
ニケーションを通じて、より大きな普遍的な観念へと機能し、現実社会の表像として提示されます。



志水みかん　Mikan Shimizu

1998 年　北海道出身
東北芸術工科大学卒業

＜主な展示・活動＞
2025 年　アーティストインレジデンス参加 / Det Vilde Spinderi / デンマーク
                   個展「光の質感 - 時を見失う夕暮れ」/ WINDOW / 山形
                   「TUAD ART-LINKS 2025」/ オリエアートギャラリー / 東京
2023-24 年　空間装飾作品制作「Japan ビジネスデザインアワード全国大会」  /  神田明神ホール / 東京
                          協力 : EnoGG 株式会社 , 他

＜STATEMENT＞
夕暮れ時の光に潜む「時を見失う瞬間」に魅了され、「光の質感」をテーマに制作。日々異なる色彩を纏
う夕空の下、刻々と移ろう光はモノの輪郭を残しながら内部を曖昧にし、存在の捉え方を問いかける。
脳科学・哲学的視点から認識の多層構造に着目し、「輪郭」を「言語的境界の象徴」として捉える。雲母
や偏光顔料を混ぜ込んだ高透明な層を幾重にも重ね、展示空間の光との共鳴により、鑑賞時刻や視点に
応じて変化する画面を構築。この光の変容が、モチーフ内部の曖昧な現れと明確な輪郭の対比を生み出し、
ひとつの世界に潜む多様な見え方を提示する。



ジョシュア・ベンソン　Joshua Bengtson

1991 年　東京都出身。秋田育ち仙台在住（米国籍）
東北生活文化大学卒業

＜主な展示＞
2023 年　個展「晴耕雨読展」/ ギャラリーターンアラウンド ハングアラウンド・スペース / 仙台
2022 年　個展「Twenty-Four Signs of Seasons」/ SARP スペース A / 仙台
2020 年　個展「10 年分の備忘録」/ 中本誠司現代美術館 / 仙台
2014 年　個展「人・木・才（じんさい）展」 / 宮城県美術館県民ギャラリー / 仙台

＜ステートメント＞
「仕事」という作品はアメリカで大工をしていた祖父が何十年も使っていた弁当箱と、珈琲を入れていた
魔法瓶がモチーフです。「休日」という作品では私が編んだ山葡萄の籠を、妻の買ってきたボトルとセッ
トにして構図を組み立てています。二つの絵のモチーフは色や形、物の用途や背景、時間帯など、様々
なところが対や表裏一体の関係になっています。弁当箱と籠を比べただけでも金属（鉱物）と蔦（植物）、
使い込まれた物と使い込む物といった違いがあり、魔法瓶は新鮮で熱いコーヒーを保つためのものだと
いうのに比べてワインと瓶はどうでしょう。二つの絵を比べて対になるものをいくつ見つけ思いついて
いくことができるか、楽しんでみて下さい。



杜鞠　Tomari

2001 年　神奈川県横須賀市出身
東北芸術工科大学芸術学部美術科洋画コース在籍

＜主な展示＞
2025 年　東北芸術工科大学 T.I.P7 期生企画展「サバイブ」/ GALLERY A8T / 仙台
2024 年　「Double Annual 2024 瓢箪から駒～ちぐはぐの創造性 / 国立新美術館 展示室 3A / 東京
　　　　  「全国美大生展 第 N感を　The Local/ 山形」/ 新宿パークタワーホールギャラリー 3 / 東京
2022 年　個展「君が見たもの」 / 仙台 SARP / 仙台

＜主な受賞歴＞
2023 年　「ターナーアワード 2023」入賞
2022 年　「芸工祭 2022 展示部門」室井賞

＜STATEMENT＞
自分が生きている身体の輪郭が、常にどこか揺らぎ、確かな形を結びにくいという感覚がある。
そのような喪失の感覚を解きほぐすために、これまでには「身体の再獲得」をテーマに絵画やインスタ
レーション、パフォーマンスなどを行ってきた。風景の中に散らばった意識を拾い集め、一つの肉体の
ように息づく作品を目指して制作している。



成田真梨菜　Marina Narita

1993 年　宮城県仙台市出身

＜主な展示＞
2025 年　個展「成田真梨菜展 Wonderful Wonder」/ ギャラリー上田 / 東京
               　「Art Storm in Sendai Vol.2」/ ギャラリーウィンドミル / 仙台
2020 年　「Contemporary Art Salon Spring 2020」/ 世貿一館 台北收藏交易中心 台北市信義區信義路           
                    五段 5號M層  信義路入口 / 台湾
2015 年　個展「大衡村ふるさと美術館企画 ー成田真梨菜の妄想エンジン全開展ー」  / 大衡万葉の森
                   ふるさと美術館 / 宮城県大衡村

＜主な受賞歴＞
2024 年　クルーズ客船「飛鳥Ⅲ」アート公募展 / 準グランプリ
2021 年　さくら芸術文化応援団 第 14 回「あなたのさくら色 2021」副田高行賞
2014 年　「リキテックスアートプライズ 2014」一般審査員来場者部門第一位

＜STATEMENT＞
人と動物の共存共栄をテーマに絵画や立体などの作品を制作しています。
近年は、日本の伝統工芸品であるこけしやだるまなどに様々な動植物を描いています。
失われつつある自然への畏怖の念と、人間社会の調和がとれた世界への祈りをこめています。伝統工芸
品の持つ静かな造形美と動植物のエネルギーを融合させることによって、人と動物、自然がお互いを尊
重し、「共に生きる」ことの本質的な意味と難しさを探究していきたい。



1999 年　東京都出身
東北芸術工科大学芸術文化専攻絵画研究領域修了

＜主な展示＞
2025 年　「紅彩展」/  美岳画廊 / 東京
                   「TUAD ART ECHOES - 響く東北のアート -」  / ART FACTORY 城南島 / 東京
                   「GINZA Tranquille! Vol.4」/ Artglorieux GALLERY of TOKYO / 東京
                   「猫会議 2025」 / REIJINSHA GALLERY / 東京
                   「ブレイク前夜 TOKYO Re:FRAME 壱」/ 大丸東京店 / 東京
                   「セフィーロ展 IX」 / 美岳画廊 / 東京

＜主な受賞＞
2022 年　東北芸術工科大学卒業 /修了研究・制作展 美術科賞
2021 年　雪染舎フィレンツェ賞展佳作
2016 年　佐藤太清賞公募美術展特選

＜STATEMENT＞
動物は飼主や他人、人との関係性によって表情が変動します。不満げに困った様子を見せることもあ
れば、上機嫌な表情を浮かべることもあります。そして私たち人間は、動物の思考を完全に理解出来
なくとも、表情や仕草から気持ちを汲み取り、触れ合いながら心を通わせようとします。
動物たちの毛並みや表情には無限の魅力があり、その一つひとつに感情や個性が宿っています。モノ
クロームで表現する理由としては、鑑賞者自身の中にある動物との記憶や思い出を呼び起こすような
表現力を持っていると感じ、動物の繊細な表情をモノクロで表現することで、より深みと強さを与え
られると考えました。それらの表情に隠れたちょっとした物語や感情を皆さんなりに感じていただけ
ましたら幸いです。

船越友理奈　 Yurina Funakoshi



buri　ブリ

宮城県出身

＜主な展示・活動＞
2025 年　個展「buri 水彩画展 ー 台東区編 3」 / haco -art brewing gallery- / 東京
　　　　  個展「buri 水彩画展 ー 塩竈編」 / ごはん屋 はれ / 宮城・塩竈
　　　　  「AFT Market2025～マルチワールズの航海術～」ART FOR THOUGHT
　　　　  「ILLUSTRATION 2026」（翔泳社）掲載
2024 年　Vaundy「風神」ジャケットアート担当
　　　  　個展「buri 水彩画展 ー 台東区編 2」 / Gallery 美の舎 / 東京
　　　　  個展「buri 水彩画展 ー 台東区編」 / haco -art brewing gallery- / 東京
　　　　  個展「buri 水彩画展 ー 塩竈編」 / ごはん屋 はれ / 宮城・塩竈

＜主な受賞歴＞
2022 年　ABT イラストレーションコンテストトンボ鉛筆賞

＜ステートメント＞
水彩画家。「オリジナリティとは何か」という問いから自身の身体をモチーフに描くこと
で探求し続け、製作をしている。高校生の頃に制作を始めて以来、アクリル画、油彩画を
経て水彩という技法を中心に、手足といった身体の断片を自身の内面の象徴として表現し
ている。2024 年より東京・宮城での個展のほか、ミュージシャンへのアートワーク提供
や出版物への掲載など、多岐にわたる活動を展開している。



ペロンミ　Pelonmi

1987 年　宮城県仙台市出身

＜主な展示＞
2025 年　「Spiral Xmas Market 2025 Art Section」 / スパイラルガーデン / 東京
　　　  　個展「ペロワ」/ マンションみどり / 大阪
                   「夏の夜はまだ宵ながら」 / ギャラリーターンアラウンド / 仙台
　　　　 「不意に訪れる」 / myheirloom / 東京
　　　　 「grid4」 / biscuits gallery / 東京
2024 年　個展「エンペロピー」/ LIGHTHOUSE GALLERY / 東京
2023 年　個展「ペロムナード」 / ギャラリーターンアラウンド / 仙台
2023 年　個展「ペロランダム」 / art space “traffic” / 東京

＜STATEMENT＞
見たことや考えたこと、思い出したことや忘れそうなことを書いたり描いたりしています。



ワタナベユウヤ　Yuya Watanabe

2000 年　宮城県多賀城市出身
東北芸術工科大学修士課程絵画領域修了

＜主な展示＞
2025 年　「2024 年度東北芸術工科大学卒業 /修了研究・制作展」/東北芸術工科大学 / 山形
　　　　  「スルガ台画廊」/ スルガ台画廊 / 東京
　　　　  「仙台アンデパンダン展」 / SARP 仙台アーティストランプレイス / 仙台
　　　　  「冬の風景展Ⅲ」 / 鈴画廊 / 東京
＜主な受賞＞
2024 年　「第 9回トリエンナーレ豊橋 星野眞吾賞」入選
2025 年　「第 85 回河北美術展」 / 東北放送賞
　　　　  「第 86 回河北美術展」 / 河北賞受賞

＜STATEMENT＞
現在に至るまで、震災やパンデミックを含む様々な経験をしてきました。それは、自身で得てきた技能や、
「所持していることが当たり前」だと思っていたものが消失する事象です。
同時に、復興や急速に発展する町、システムを目の当たりにしてきました。失ったものに対して得たも
のは膨大で、落とし物もいつの間にか手元に戻るどころか、かえって沢山のギフトを与えてくれたよう
です。けれど、それらは私にとって抱えていることが困難な程多く、便利なガラクタと、消えかけの照
明だけが部屋に残りました。

もし、目が覚めた時、世界にただ一人きりになっていたとしたら、着慣れた服を身につけ部屋を出て、
靴底が擦り切れるまで地平線を目指し、日が暮れたら読みかけの本をめくりながら、一から世界を創造
する。私にとって、その研鑽こそが自立の本質なのです。


